
（別紙３）

〜 令和7年2⽉22⽇

（対象者数） 27⼈ （回答者数） 25⼈

〜 令和7年2⽉22⽇

（対象者数） 5⼈ （回答者数） 5⼈

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・外部講師による勉強会等で学ぶ機会を設ける。
・家庭や学校との連携をより密に⾏い、困りごとを的
確に把握し、対応策を家族や関係機関と連携しながら
考え、よりきめ細やかで丁寧な⽀援に繋げる。

2
・学校関係者等に、事業所をより理解して貰える機会
を設ける。

3

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1 事業所内で掲載出来る内容を精査する。

2
記録の取りかた等を⾒直し、⽇々の業務内で、振返り
等の時間を確保出来る体制を整える。

3

不登校⽣の受⼊れを積極的に⾏っている

・医療機関、臨床⼼理⼠等と連携し、児童や⽣徒の個性
を尊重し、寄り添う⽀援を⾏っている。
・利⽤児童や⽣徒が、個々の⻑所を伸ばすような活動を
計画し、取り組んでいる。

・利⽤⽇を学校出席として扱われるように、学校に情報
共有を⾏い、連携強化している。

医療と福祉の側⾯からアプローチすることが出来る。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

利⽤者（保護者）と密に連絡は取れているが、外向けの
情報発信が不⾜している。

ホームページを開設しているが、更新頻度が少ない状況
である。

⾮常勤職員の勤務開始時間が個々で異なり、密な情報共
有が難しい。

⽇々の記録などに追われており、振返り等が出来る時間
が限られている。

令和6年12⽉24⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 令和7年2⽉25⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 放課後等デイサービス ゆうやけ

○保護者評価実施期間 令和6年12⽉24⽇

○保護者評価有効回答数

事業所における⾃⼰評価総括表公表


